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インパールから国境の町、モレへ
　

イ
ン
ド
北
東
部
、
マ
ニ
プ
ル
州
の
州
都
イ
ン
パ
ー
ル
。

日
本
人
に
と
っ
て
は
忘
れ
難
い
地
名
で
は
あ
る
も
の
の
、

第
二
次
世
界
大
戦
中
の
激
戦
区
の
ひ
と
つ
と
い
う
こ
と
以

外
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

イ
ン
ド
北
東
部
は
、
北
方
を
中
国
、
ブ
ー
タ
ン
、
南
東

を
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
南
西
を
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
に
囲
ま
れ
て

お
り
、
イ
ン
ド
他
地
域
と
は
シ
リ
グ
リ
回
廊
（
通
称
チ
キ

ン
ネ
ッ
ク
）
で
つ
な
が
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
一
九
世

紀
に
イ
ギ
リ
ス
に
植
民
地
化
さ
れ
る
以
前
は
複
数
の
民
族

国
家
・
藩
王
国
が
存
在
し
て
い
た
が
、
一
九
四
七
年
の
イ

ン
ド
独
立
に
際
し
て
イ
ン
ド
に
併
合
さ
れ
た
。
も
と
も
と

言
語
や
宗
教
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
イ
ン
ド
北

東
部
で
は
反
イ
ン
ド
武
装
闘
争
や
民
族
間
の
衝
突
が
繰
り

返
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
ド
政
府
は
内
務
省
傘

下
の
準
軍
事
組
織
で
あ
る
ア
ッ
サ
ム
・
ラ
イ
フ
ル
ズ
に
治

安
維
持
や
国
境
警
備
に
あ
た
ら
せ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
ド

北
東
部
へ
の
入
域
を
、
外
国
人
の
み
な
ら
ず
他
地
域
に
住

む
イ
ン
ド
国
民
に
対
し
て
も
制
限
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う

に
イ
ン
ド
北
東
部
は
外
部
か
ら
隔
絶
さ
れ
て
き
た
が
、
近

年
、
こ
の
制
限
は
緩
和
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
例
え
ば
マ
ニ
プ

ル
州
に
関
し
て
は
、
外
国
人
に

課
さ
れ
て
き
た
制
限
区
域
入
域

許
可
制
度
が
二
〇
一
一
年
に
廃

止
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
一
九
九
五
年
に
隣
国

ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
貿
易
が

認
め
ら
れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
国
境

の
町
モ
レ
に
陸
路
税
関
出
張
所

が
設
置
さ
れ
て
以
来
、イ
ン
ド
・

ミ
ャ
ン
マ
ー
間
の
経
済
交
流
も

少
し
ず
つ
活
性
化
さ
れ
て
い
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る
。四
一
品
目
の
農
産
物
・
日
用
品
に
つ
い
て
は
無
税
で
の

バ
ー
タ
ー
貿
易
が
認
め
ら
れ
て
お
り
、
国
境
の
両
側
に
あ

る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
は
事
実
上
、
そ
れ
以
外
の
品
目
に
つ
い

て
も
活
発
な
取
引
が
行
わ
れ
て
い
る
。
近
隣
住
民
は
簡
単

な
登
録
を
す
る
だ
け
で
、
パ
ス
ポ
ー
ト
を
使
わ
ず
に
国
境

を
越
え
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
イ
ン
パ
ー
ル

市
民
も
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
農
産
品
や
中
国
製
の
必
要
品
・
家

電
製
品
を
求
め
て
ミ
ャ
ン
マ
ー
側
の
町
タ
ム
を
訪
れ
て
い

る
。

　

イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
モ
レ
ま
で
は
国
道
三
九
号
線
を
通
っ

て
一
一
〇
キ
ロ
、
二
時
間
半
〜
三
時
間
程
度
の
道
程
で
あ

る
。
イ
ン
パ
ー
ル
市
民
の
足
と
し
て
、
タ
タ
社
製
多
用
途

車
の
S
U
M
O
が
イ
ン
パ
ー
ル
＝
モ
レ
間
を
日
帰
り
で

往
復
し
て
い
る
。
通
常
、
イ
ン
ド
側
の
輸
入
超
過
と
な
る

こ
と
を
反
映
し
て
、
往
路
は
三
五
〇
ル
ピ
ー
、
よ
り
重
い

荷
物
を
運
ぶ
復
路
は
四
五
〇
ル
ピ
ー
（
一
ル
ピ
ー
は
約

一
・
四
三
円
）
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

二
〇
一
一
年
五
月
と
一
二
年
五
月
の
二
回
、
私
は
モ
レ

／
タ
ム
国
境
を
視
察
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
こ
こ
で

は
、
イ
ン
パ
ー
ル
市
内
の
出
発
地
点
か
ら
の
走
行
距
離
、

経
過
時
間
と
と
も
に
、
モ
レ
ま
で
の
道
程
を
ご
案
内
し
よ

う
。
イ
ン
パ
ー
ル
市
の
町
外
れ
に
あ
る
マ
ニ
プ
ル
大
学
の

前
を
通
り
、
田
園
地
帯
を
抜
け
て
最
初
の
町
、
ト
ウ
バ
ル

ま
で
は
二
三
キ
ロ
（
二
五
分
）。
現
職
の
マ
ニ
プ
ル
州
首

相
の
お
膝
元
で
あ
る
こ
の
町
で
は
新
し
い
商
店
街
や
病
院

の
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
商
店
街
で
は
ミ
ャ
ン

マ
ー
経
由
で
輸
入
さ
れ
る
中
国
製
品
も
購
入
で
き
る
よ
う

に
な
る
と
の
話
が
あ
る
。
市
民
の
足
で
あ
る
オ
ー
ト
リ
ク

シ
ャ
ー
で
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
か
ら
ト
ウ
バ
ル
ま
で
は
三
〇

〜
四
〇
ル
ピ
ー
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
田
園
風
景
の
な
か
を
進
む
と
、
カ
ク
チ
ン
の
町

テングノウパル付近からの眺望

路上で焼き捨てられたミニバン（2011年5月撮影）

東マニプル丘陵の入り口、パレルの町並み

35 アジ研ワールド・トレンド No.204 （2012. 9）



が
右
手
に
見
え
る
。
こ
こ
ま
で
三
四
キ
ロ
（
四
九
分
）。

マ
ニ
プ
ル
州
で
は
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
が
禁
止
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
実
際
に
は
様
々
な
所
で
米
を
原
料
に
し
た
地
酒

が
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。
カ
ク
チ
ン
産
の
地
酒
は
特
に

人
気
が
高
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
東
マ
ニ
プ
ル
丘
陵
の
麓

の
町
、
パ
レ
ル
ま
で
は
三
九
キ
ロ
（
五
四
分
）。
町
の
入

り
口
に
は
警
察
の
検
問
所
が
あ
る
。
こ
こ
ま
で
は
イ
ン

パ
ー
ル
盆
地
を
通
っ
て
お
り
、
標
高
七
六
〇
〜
八
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
平
坦
な
道
程
で
あ
る
。
片
側
一
車
線
で
は
あ

る
も
の
の
道
路
の
舗
装
状
況
も
よ
い
。

　

東
マ
ニ
プ
ル
丘
陵
の
峠
道
に
入
る
と
道
幅
が
や
や
狭
く

な
り
、
五
七
キ
ロ
地
点
（
六
五
分
）
の
ア
ッ
サ
ム
・
ラ
イ

フ
ル
ズ
の
検
問
所
を
過
ぎ
た
辺
り
か
ら
は
道
路
の
補
修
が

間
に
合
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
雨
の
影
響
で
路
肩
が
崩
れ
て
い
る
所
も
あ
る
が
、
車

両
の
通
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
悪
路
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
。
道
沿
い
で
は
焼
畑
で
野
菜
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

徐
々
に
標
高
が
上
が
り
、
国
道
三
九
号
線
は
稜
線
付
近
を

縫
う
よ
う
に
走
る
。
七
二
キ
ロ
地
点
（
八
四
分
）
の
テ
ン

グ
ノ
ウ
パ
ル
集
落
は
標
高
約
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
見
晴

ら
し
の
い
い
山
頂
付
近
に
あ
り
、
こ
こ
に
も
ア
ッ
サ
ム
・

ラ
イ
フ
ル
ズ
が
検
問
を
張
っ
て
い
る
。

　

一
転
し
て
下
り
坂
に
入
る
。
二
〇
一
一
年
五
月
に
こ
の

道
を
通
っ
た
際
に
は
、
八
二
キ
ロ
地
点
の
路
上
に
マ
ン

ゴ
ー
を
満
載
し
た
ミ
ニ
バ
ン
が
焼
き
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

事
情
を
知
る
青
年
に
よ
れ
ば
、
近
隣
の
集
落
間
の
境
界
線

を
巡
る
諍
い
が
原
因
で
あ
り
、
反
政
府
運
動
と
は
直
接
の

関
係
は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
九
一
キ
ロ
地
点

（
一
一
三
分
）
で
は
標
高
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
を
切
り
、
そ

の
谷
間
を
流
れ
る
小
川
を
越
え
る
と
再
び
上
り
坂
に
な

る
。
一
〇
二
キ
ロ
地
点
（
一
三
二
分
）
で
は
標
高
七
〇
〇

モレのマーケットに野菜や雑貨を運ぶ親子連れ

国境の町、モレ

谷間に架かる橋。
車両のすれ違いは
できない
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メ
ー
ト
ル
を
越
え
る
見
晴
ら
し
の
よ
い
所
に
、
小
さ
な
集

落
と
と
も
に
ま
た
し
て
も
ア
ッ
サ
ム
・
ラ
イ
フ
ル
ズ
の
検

問
所
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
下
り
坂
で
あ
り
、
一
〇
九
地

点
（
一
四
一
分
）
の
警
察
の
検
問
所
を
越
え
る
と
そ
こ
が

モ
レ
の
町
で
あ
る
。

　

唯
一
車
両
で
通
過
で
き
る
国
境
は
二
色
に
塗
り
分
け
ら

れ
た
鉄
橋
。白
い
部
分
は
イ
ン
ド
領
、黄
色
い
部
分
は
ミ
ャ

ン
マ
ー
領
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
カ
レ
ミ
ョ
ー
ま
で
の
約

一
六
〇
キ
ロ
区
間
は
イ
ン
ド
の
国
境
道
路
機
構
に
よ
り
整

備
さ
れ
、
二
〇
〇
一
年
に
印
緬
友
好
道
路
と
し
て
開
通
さ

れ
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
五
月
下
旬
の
印
緬
首
脳
会
談
で

は
、
こ
の
区
間
の
七
一
橋
梁
の
補
修
・
改
善
や
、
カ
レ

ミ
ョ
ー
＝
モ
ニ
ワ
区
間
の
整
備
、
国
境
地
域
開
発
な
ど
に

つ
い
て
の
合
意
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
イ
ン
パ
ー
ル
と
マ

ン
ダ
レ
ー
を
結
ぶ
バ
ス
路
線
の
開
設
も
予
定
さ
れ
て
お

り
、
陸
路
、
モ
レ
／
タ
ム
国
境
を
通
じ
る
イ
ン
ド
と
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
接
続
性
は
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
確
実
に
強
化

さ
れ
て
き
て
い
る
。

　

ア
ッ
サ
ム
・
ラ
イ
フ
ル
ズ
の
青
年
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
数

年
は
政
府
高
官
に
よ
る
モ
レ
／
タ
ム
国
境
視
察
が
増
加
し

て
お
り
、
そ
の
警
護
に
当
た
る
回
数
も
増
え
て
い
る
と
い

う
。

　

彼
自
身
は
国
境
を
越
え
た
こ
と
は
一
度
も
な
く
、
国
境

を
越
え
て
様
々
な
国
を
訪
問
す
る
機
会
を
持
つ
私
た
ち
を

羨
ん
で
い
た
。
今
回
彼
ら
と
共
に
実
走
し
た
ル
ー
ト
は
、

ト
ル
コ
を
西
端
、日
本
を
東
端
と
す
る
ア
ジ
ア
・
ハ
イ
ウ
ェ

イ
一
号
線
の
一
部
な
の
で
あ
る
。
彼
が
何
度
も
任
務
で
往

復
し
て
い
る
こ
の
道
は
私
の
故
郷
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

ん
だ
と
言
う
と
、
彼
は
少
し
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
か

ら
曖
昧
に
微
笑
ん
だ
。

うめざき　そう／アジア経済研究所　在シンガポール海外研究員

2011年6月までの3年間、東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）に
出向、アジア総合開発計画、ASEANの交通協力に関する5カ年計画、
ASEAN接続性マスタープランなどの策定に携わる。

モレ貿易センターに掲げられたアジア・ハイウェイの路線図

アッサム・ライフルズ、マニプル支部の青年。
左肩のエンブレムはカングラシャ

小高い丘の上の寺院から望むタムの町並み

モレ／タム国境の橋
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